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2018.3.7

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん

H30.3.7

茂原市協働のまちづくり推進懇話会

協働のまちづくり推進事業
平成29年度進ちょく状況

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん茂原市まちづくり条例

•まちづくりの担い手である市民等、市及び議会が
共有するまちづくりの基本的なルールとなる条例

•平成13年の北海道ニセコ町「まちづくり基本条例」を
皮切りに、「自治基本条例」「まちづくり基本条例」など
の名称で、全国で300超の自治体において制定

•千葉県内では流山市が制定（平成21年）

•茂原市では平成28年4月から議会基本条例と同時に
施行
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりんまちづくりの担い手

・市民等は、知る権利、参加
する権利を有しています。
・市民等は、まちづくりの
主体として、積極的に
参加するよう努めます。

市民等、市及び議会が、
それぞれの役割を果たし
ながら、連携、協力して、
「住んで良かったと思える
まち」の実現を目指します。

・市長は、市の代表者として、市民の負
託に応え、公正かつ誠実に行政運営に当
たります。
・職員は、全体の奉仕者として、誠実か
つ効率的に職務に当たります。

・議会は、市民の代表による意思決定機
関であることから、調査、研究、立法活
動を行います。
・議員は、市民等との対話を心がけ、公
正かつ誠実に職務を遂行します。

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん茂原市まちづくり条例の構成

前文

第1章総則

第2章情報の共有 第3章参加

第4章地域におけるま
ちづくり

第5章協働

第6章議会運営の基本原則 第7章行政運営の基本原則

第8章実効性の確保
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりんまちづくりの基本原則

•情報の共有
まちづくりの担い手である市民等、市及び議会は、必要な
情報を共有します。
•参加
市民等は、まちづくりについて積極的に意見を述べ、行動
に加わります。

•協働
市民等、市及び議会は、それぞれの役割及び責務のもと、
お互いの自主性及び自立性を尊重し、十分な協議と理解
のうえ、目的を共有し、対等な立場で提携し、協力して活動
します。

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん

協働

市民参加・市民協働のまちづくり

市民 行政

納税

サービス提供

市民 行政

行政課題
目的・目標
手段・手法

以前のまちづくり

協働のまちづくり

連携・協力
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりんこれからの協働のイメージ

市民 行政協働

これまでの協働のイメージ

これからの協働のイメージ

意欲、スキル

資金、信用

協働

市民 行政

NPO 事業者

資源（リソース）を持ち寄る

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん協働のまちづくり推進事業

•市民活動団体の認定及び支援
公共性・公益性の高い事業を実施しようとする
市民活動団体を認定し、さまざまな支援を行います。
•地域まちづくり協議会の認定及び支援
自治会や地区社会福祉協議会など、多様な主体に
よって構成され、地域におけるまちづくりに
取り組む協議会を認定し、さまざまな支援を行います。
•協働提案事業
市民活動団体が持つ知識や経験などを活かし、
行政との協働により課題の解決を図る事業の提案を
受け付け、協議を重ねて事業を実施します。
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん協働のまちづくり推進体制

協働のまちづくり
推進体制

協働のまちづくり
推進懇話会

協働のまちづくり
推進庁内委員会

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん市民活動団体の認定要件

•市民活動団体の認定等に関する要綱
① 市内に活動の拠点を置き、まちづくりに取り組もうとする
団体又は既に市内に活動の拠点を有し、まちづくりに取り組
んでいる団体
② 構成員が3人以上で、その過半数が市内在住・在勤・在
学者等で構成されている団体
③ 会則、事業計画、予算及び決算を示すことができる団体
④ 利潤の追求をする活動、宗教・政治的活動、暴力団員が
関与する活動、市民活動に資するものと認められない活動を
行わない団体
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん認定市民活動団体（H30.3.1現在）

団体名 活動内容

もばちゃいる運営委員会 子ども

まちづくり茂原市民ネット
保健医療福祉、社会教育、まちづくり、観光、農村振興、学術文化芸術スポーツ、環
境保全、地域安全、男女共同参画、子ども、経済活動、消費者保護、NPO支援

ナルク茂原
保健医療福祉、社会教育、まちづくり、環境保全、災害救援、男女共同参画、子ども、
経済活動、職業能力

そく（矗）と仲間たち その他

豊田キッドシャークス 子ども

シビックテックもばら まちづくり、科学技術

木崎西部わくわく広場実行委員会 まちづくり、子ども、地域安全

談話室 保健医療福祉、まちづくり、地域安全

NPO法人千葉県空家管理サポート茂原センター まちづくり、環境保全、地域安全

パラスポーツ茂原 学術文化芸術スポーツ

みずすまし会 保健医療福祉、学術文化芸術スポーツ、人権擁護・平和、情報化

宇宙（そら）の会 保健医療福祉、学術文化芸術スポーツ、人権擁護・平和、子ども、情報化

千葉県災害対策コーディネーター茂原 災害救援、地域安全

NPO法人ひびき 保健医療福祉

子どもの食と貧困を考える会 社会教育、子ども、その他

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん市民活動団体補助金

•市民活動団体補助金交付要綱
認定市民活動団体が実施する事業に要する経費に対して、
予算の範囲内において補助金を交付する。
No 交付決定日 団体名 補助事業名称 実施時期 補助対象

経費
補助
決定額

1 H29.11.13 パラスポー
ツ茂原

障がい者（身体・精神・知的）との
スポーツ交流活動

H29.12.11～
H30.3.31

160,000 100千円

2 H29.11.15 シビックテッ
クもばら

つながりによるまちづくり～ネット
ワークのススメinもばら～

H30.1.13 120,000 100千円

3 H30.1.12 子どもの食
育と貧困を
考える会

かあさんと子どもの食卓 H30.1.12～
H30.3.31

153,000 50千円

4 H30.1.22 ＮＰＯ法人ひ
びき

ひびき手伝い隊備品整備事業 H30.1.22～
H30.3.31

61,000 50千円
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん市民活動団体交流会

•認定市民活動団体及び認定地域まちづくり協議会の構成員
同士の交流の機会を設け、それぞれの活動のさらなる充実
を図るため、交流会を開催

開催日 場所 内容 参加者数
H29.4.8 市役所

市民室
もばらっこラボフューチャーセッション「ぼくら
の空き家問題」

17名

H29.6.19 市役所502
会議室

フューチャーセッション「ぼくらの市民活動支
援センター」

11名

H30.2.25 総合市民
センター

もばらっこラボ・まちびとカフェ「市民活動支
援センターについて」

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん市民活動団体交流会（H29.6.19）

市民活動支援センターのありたい姿について
フューチャーセッション（未来指向の対話）
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりんまちびとカフェ（H30.2.25）

市民活動支援センターについて
ワールドカフェ形式（リラックスした空間の中で席替えしながら対話）

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん認定市民活動団体の支援①

もばちゃいるわくわくアカデミー

プロが教える夏休みの自由研究
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん認定市民活動団体の支援②

もばらオフサイトミーティング

他県の自治体職員が自主研究活動を通じて気づいた経験を語る

ワークショップ形式

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん地域まちづくり協議会の認定要件

•地域まちづくり協議会の認定等に関する要綱
① おおむね小学校区を活動地域とする団体
② 市民による発意に基づき設置される団体又は既に設置
されている団体
③ 利潤の追求をする活動、宗教・政治的活動、暴力団員が
関与する活動、市民活動に資するものと認められない活動を
行わない団体
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん五郷地区まちづくり協議会講演会

若者が住みたくなる地域のまちづくり（講演、ワークショップ）

地域まちづくり協議会×自治会×社会福祉協議会...etc×行政

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん地域まちづくり協議会設立支援講座

3回連続講座

互いの取り組みを知り合う、事業アイディアを考える、発表
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん協働提案事業

•協働提案事業補助金交付要綱
認定市民活動団体が地域の課題の解決を図るため、市との
協働により実施する事業に要する経費に対して、予算の範
囲内において補助金を交付する。

No 交付決定日 団体名 補助事業名称 実施時期 補助対象
経費

補助
決定額

1 H29.11.13 まちづくり茂原
市民ネット

農業と消費者をつなぐシンポジ
ウム

H30.2.25 165,000 100千円

2 H29.11.15 そくと仲間た
ち

ウォークゴミ0ボラエモン H30.1.15～
H30.3.31

130,000 100千円

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん農業と消費者をつなぐシンポジウム

まちづくり茂原市民ネット×農政課

基調講演（食文化研究家 向笠千恵子氏）、パネルディスカッション
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりんウォークゴミ0ボラエモン

そくと仲間たち×環境保全課

ゴミ拾い×ウォーキング×ボランティアポイント

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん支援センターのあり方検討委員会
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん検討委員会スケジュール

回 日時 場所 内容（案）

1 7/17（月）13時～ 市民室 概要説明、ワークショップ・意見交換

2 8/28（月）13時～ 102会議室 センターの設置の目的と役割、センターの機能について（ワークショップ①）

3 9/5（火） 視察研修 先進地視察（四街道市、富里市）

4 10/18（水）13時～ 505会議室 茂原市ボランティアセンター（茂原市社会福祉協議会）との連携

5 11/27（月）13時～ 102会議室 センターの機能について（ワークショップ②）

6 12/18（月）13時～ 102会議室 センターの施設及び設備について、センターの運営について

7 1/29（月）13時～ 102会議室 センターのあり方に関する提言書（案）について（その１）

8 2/25（日）10時～ 総合市民センター 認定市民活動団体・地域まちづくり協議会交流会「まちびとカフェ」

9 2/26（月）13時～ 102会議室 センターのあり方に関する提言書（案）について（その２）

10 3/23（金）13時～ 102会議室 センターのあり方に関する提言書について

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん先進自治体視察（四街道市・富里市）
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりんアドバイザーの招へい

NPOクラブ代表 牧野昌子氏

千葉県県民生活・文化課
「市町村と市民活動団体との連携促進事業」を活用

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん提言書（案）
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん機能について（案）

(1) 相談対応機能

(2) 調査・情報収集機能

(3) 情報の編集・発信機能

(4) コーディネート機能

(5) 資源の掘り起こし・提供機能

(6) 人材育成機能

(7) 政策提言機能

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん必要となる施設等

駐車場

オープンスペースでの会議室（大小組合せ可能）

無料Wi-Fi

相談スペース

キッズスペース

冷暖房

障がい者対応施設（トイレ・自販機等）

センターを1階に設置する（障がい者等に配慮）

カフェスペース

販売スペース

●…多少予算をかけても整備すべきもの
■…予算に余裕があれば整備すべきもの
◆…計画的に整備すべきもの
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん必要となる設備・備品等

パソコン

プロジェクター

コピー機

複合プリンター

大型テレビ

庁内電話（内線）

地図

机・いす

組合せ可能な会議テーブル

ついたて

展示パネル

●…多少予算をかけても整備すべきもの
■…予算に余裕があれば整備すべきもの
◆…計画的に整備すべきもの展示パネル

冷蔵庫

ファイル（戸棚）

ラック・書架

掲示板

おむつ替え台、玩具・
絵本等

茂原市の全体図

デザイン用の
PCソフト

鉄製のボード

自転車

公用車

大型プリンター

カラーコピー機

コーヒーメーカー

壁掛け大型
ディスプレイ

茂原市マスコット
キャラクター
モバりん運営について（案）

①公設公営の場合は、比較的スムーズに開設できる、管理しやすい、安定した
運営ができる、行政との連携が取りやすい等のメリットがある一方、融通がきかない、
利用時間等に制限がある、情報発信がやりにくい、市民からの意見が言いにくい
などのデメリットが生じる恐れがあります。

②公設民営の場合は、委託や指定管理などのさまざまな手法があり、それぞれ
の長所・短所がありますが、人件費等の費用が安く済む、ある程度の自由裁量が
ある、中間支援組織ならではの新しい視点でのサポートが期待できる等のメリット
がある反面、公設公営に比べて継続性が弱く、施設の管理が難しい、受託した中
間支援組織によって質にばらつきが生じる恐れがある等のデメリットが想定されま
す。

③民設民営の場合は、費用面や柔軟な活動、多様な他業種の参入が期待され
る一方で、中間支援組織の候補が少なく、財政が不安定、継続性に疑問が残る
等のデメリットが心配されます。
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん運営について（案）

茂原市のことを熟知し、受託してくれる中間支援組織があるか疑問がある中で、
まずは早期に設置する必要があることから、公設公営方式を取るべきという意見や、
センターの分室のような場所を市内各地に置いてはどうかという提案もありました。

また、せっかく集まった私たち検討委員会の委員がコアメンバーとなり、市民活
動団体等のメンバーを募集し、まずは試験的に設置してはどうかというアイディア
も寄せられました。

これらの意見を踏まえた上で、とりわけ、茂原市の現在の地域の状況から、市民
参加・市民協働のまちづくりは待ったなしの最優先課題であり、平成30年の早い
時期に、茂原市の実情にふさわしいセンターの早期設置を切に願うものです。

茂原市マスコット
キャラクター
モバりんその他（案）

•名称について

•認定制度、利用者負担について

•飲食等について

•立地条件について
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茂原市マスコット
キャラクター
モバりん平成29年度ちばコラボ大賞

もばちゃいる実行委員会


